
登
録
の
現
況

～
厳
し
い
酪
農
情
勢
が
影
響
～

登
録
申
込
み
は
大
幅
減

第

回
オ
ー
ル
九
州
　
　
　
　
　
　

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ

連
続
首
位

「
コ
ン
シ
エ
ル
ジ
ユ
」

２
０
２
３

２
月
　
国
内
種
雄
牛
評
価

自
動
登
録
率
は
増
加

自
動
登
録
増
加
に
よ
り

移
動
証
明
は
減
少
　
　

会
員
数
は
さ
ら
に
減
少

１
位「
コ
ン
シ
エ
ル
ジ
ユ
」

新
規
牛
は
５
頭
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グランドチャンピオン＆インターミディエイトチャンピオン
ＫＭ　フアスト　アタツク　チヤンス（父：フアースト　グレード）
熊本県球磨郡錦町　㈱有田牧場

リザーブチャンピオン＆シニアチャンピオン
トレジヤーランド　ドアマン　ＡＷ　タリー（父：ドアマン）
大分県玖珠郡玖珠町　㈱トレジャーランド

未経産牛の部：グランドチャンピオン
ビユーテイガール　アンクレツト　タトウー（父：クラツシユ）
福岡県福岡市　中村　毅さん

　
第

回
オ
ー
ル
九
州
ブ
ラ

ッ
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ

ウ
が
３
月
５
日
熊
本
県
大
津

町
の
熊
本
県
家
畜
市
場
で
１

２
０
頭
が
出
品
さ
れ
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。
な
お
２
０

２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
予
定

だ
っ
た
第

回
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
り
中
止
。
そ
の

後
も
延
期
を
重
ね
、
今
回
は

２
０
１
９
年
の
第

回
よ
り

４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
。

　
審
査
員
は
ジ
ェ
ッ
ト
ス
ト

リ
ー
ム
・
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス

社
の
ロ
ジ
ャ
ー
・
タ
ー
ナ
ー

氏
が
担
当
し
た
。

　
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

＆
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
熊
本
県
球

磨
郡
錦
町
・
（
株
）
有
田
牧

場
の
「
Ｋ
Ｍ
　
フ
ア
ス
ト
　

ア
タ
ツ
ク
　
チ
ヤ
ン
ス
」

（
写
真
）が
栄
誉
に
輝
い
た
。

ま
た
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
＆
シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
は
大
分
県
玖
珠
郡
玖
珠
町

・
（
株
）
ト
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン

ド
の
「
ト
レ
ジ
ヤ
ー
ラ
ン
ド

　
ド
ア
マ
ン
　
Ａ
Ｗ
　
タ
リ

ー
」
（
写
真
）
、
リ
ザ
ー
ブ

シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は

長
崎
県
南
島
原
市
・
（
株
）

溝
田
フ
ァ
ー
ム
の
「
ド
リ
ー

ム
ホ
ー
プ
　
ク
ラ
ツ
シ
ユ
　

デ
ニ
セ
ス
」
、
リ
ザ
ー
ブ
イ

ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
は
佐
賀
県
武
雄

市
・
（
株
）
オ
ー
ル
ド
リ
バ

ー
の
「
オ
ー
ル
ド
リ
バ
ー
　

エ
フ
エ
ム
　
カ
ウ
ン
テ
ス
　

フ
ア
イ
ザ
ー
」が
選
ば
れ
た
。

　
未
経
産
の
部
で
は
、
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
福

岡
県
福
岡
市
・
中
村
毅
さ
ん

の
「
ビ
ユ
ー
テ
イ
ガ
ー
ル
　

ア
ン
ク
レ
ツ
ト
　
タ
ト
ウ

ー
」
（
写
真
）
、
リ
ザ
ー
ブ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
宮
崎
県

都
城
市
・
県
立
都
城
農
業
高

等
学
校
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
　
サ

イ
ド
キ
ツ
ク
　
ジ
ユ
エ
リ

ー
」
が
選
ば
れ
た
。

　
写
真
は
デ
ー
リ
ィ
マ
ン
社

お
よ
び
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
・
マ

ガ
ジ
ン
社
よ
り
提
供
。

　
令
和
４
年
度
（
令
和
５
年

１
月
末
現
在
）
の
都
府
県
別

の
血
統
登
録
、
移
動
証
明
を

は
じ
め
各
種
申
込
み
並
び
に

会
費
納
入
件
数
を
左
表
に
示

し
ま
し
た
。

　
血
統
登
録
雌
牛
申
込
頭
数

は
個
別
・
自
動
登
録
含
め
、

３
万
４
４
５
３
頭
で
前
年
同

期
と
比
較
し
て
２
７
７
１
頭

（

・
６
％
）
の
大
幅
な
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
歴
史
的
な
円
安

に
よ
る
購
入
飼
料
を
は
じ
め

生
産
資
材
の
価
格
高
騰
や
、

生
乳
需
給
緩
和
の
影
響
な

ど
、
酪
農
家
の
皆
様
に
と
っ

て
厳
し
い
情
勢
が
続
い
て
お

り
、
こ
の
こ
と
が
登
録
頭
数

に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
県
で
登
録
頭
数

が
減
少
し
て
い
る
中
で
、
熊

本
県
（

頭
増
）
、
群
馬
県

（

頭
増
）
、
茨
城
県
・
岐

阜
県
（

頭
増
）
な
ど

県

が
前
年
度
を
上
回
る
登
録
頭

数
を
確
保
し
て
お
り
、
ご
尽

力
に
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

　
ま
た
こ
こ
に
来
て
、
和
牛

受
精
卵
や
Ｆ
１
生
産
が
増
大

し
て
い
る
こ
と
で
、
今
後
は

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
雌
牛
の
出
生

頭
数
の
減
少
が
心
配
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
都
府
県
に
お
け
る
自
動
登

録
実
施
農
家
戸
数
は
１
９
１

６
戸
、
自
動
登
録
頭
数
２
万

５
４
２
５
頭
で
前
年
同
期
比

６
４
０
頭
減
と
な
り
ま
し
た

が
、
血
統
登
録
全
体
に
占
め

る
割
合
と
し
て
は

・
８
％

と
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
血

統
登
録
全
体
で
減
少
と
な
っ

て
い
る
中
、
熊
本
県
（
２
６

８
頭
）
、
茨
城
県
（
１
３
８

頭
）
、
岡
山
県
（

頭
）
、

岐
阜
県
（

頭
）
、
鹿
児
島

県
（

頭
）
等
で
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
さ
ら
に
自
動
登

録
農
家
を
増
や
す
た
め
に
、

昨
年

月
か
ら
審
査
期
間
中

に
訪
問
し
た
自
動
登
録
未
実

施
農
家
に
対
し
て
、
審
査
委

員
が
自
動
登
録
の
メ
リ
ッ
ト

を
説
明
し
た
り
、
ま
た
県
単

位
で
も
Ｗ
ｅ
ｂ
等
を
利
用
し

て
講
習
会
を
開
催
す
る
等
、

自
動
登
録
の
推
進
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
普
及
推
進

活
動
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
で

す
が
自
動
登
録
に
移
行
す
る

農
家
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　
厳
し
い
酪
農
情
勢
の
中
で

血
統
登
録
を
し
て
い
く
た
め

に
は
、
個
別
登
録
よ
り
も
安

く
、
ま
た
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
登

録
さ
れ
る
自
動
登
録
が
お
勧

め
で
す
の
で
、
引
き
続
き
自

動
登
録
に
ご
理
解
と
ご
協
力

の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
年
１
月
末
現
在
の
移
動

証
明
申
込
件
数
は
２
３
５
４

頭
で
、
前
年
同
期
比
で
２
７

２
頭
の
減
少
と
な
り
ま
し
た

が
、栃
木
県（
１
５
７
頭
）、

群
馬
県
（

頭
）
で
は
大
き

く
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
自
動
登
録
実
施
農
家
で

は
、
他
か
ら
の
牛
の
導
入
や

家
族
間
移
動
の
際
に
も
移
動

証
明
申
込
を
省
略
で
き
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
自
動
登
録

の
普
及
に
伴
っ
て
、
移
動
証

明
の
件
数
の
減
少
は
続
く
で

し
ょ
う
。
一
方
、
個
別
登
録

農
家
で
は
、
所
有
者
の
変
更

に
伴
う
移
動
証
明
申
込
み
が

必
要
で
す
。
導
入
し
た
登
録

牛
は
、
個
体
識
別
セ
ン
タ
ー

へ
の
異
動
報
告
と
併
せ
て
、

日
本
ホ
ル
協
へ
の
移
動
証
明

申
込
み
を
忘
れ
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
会
員
か
ら
の
会
費
納
入
件

数
は
４
１
９
１
件
で
、
前
年

同
期
比
で
２
２
１
件
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

　
酪
農
家
戸
数
の
減
少
に
伴

っ
て
、
会
員
数
も
徐
々
に
減

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
早
く
元

の
情
勢
に
戻
り
、
会
員
数
が

維
持
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。（

事
業
部
部
長
・
國
行
）

　
（
独
）
家
畜
改
良
セ
ン
タ

ー
は
２
月

日
、
乳
用
種
雄

牛
評
価
成
績
２
０
２
３

２

月
評
価
を
公
表
し
た
。
今
回

の
評
価
成
績
で
は
精
液
供
給

可
能
種
雄
牛
は

頭
、
う
ち

新
規
牛
は
５
頭
で
あ
っ
た
。

　
今
回
の
総
合
指
数
（
Ｎ
Ｔ

Ｐ
）
１
位
は
ワ
イ
ケ
ー
ラ
ン

ド
　
フ
ア
リ
ス
　
コ
ン
シ
エ

ル
ジ
ユ
　
Ｅ
Ｔ
（
コ
ブ
ラ
×

ミ
ツ
ド
ナ
イ
ト
）
が
２
期
連

続
で
獲
得
し
た
。
表
中
１
位

の
長
命
連
産
効
果
は
極
め
て

高
く
、
耐
久
性
成
分
も
表
中

１
位
、
疾
病
繁
殖
成
分
は
表

中
２
位
と
、
経
済
効
果
に
優

れ
て
い
る
。
乳
量
や
無
脂
固

形
分
も
高
く
、
乳
代
効
果
に

も
期
待
が
持
て
る
。

　
２
位
は
前
回
同
様
フ
ア
イ

ン
デ
ー
ル
　
ホ
ツ
ト
　
ブ
ー

テ
イ
ー
　
Ｅ
Ｔ
（
ア
ル
タ
ホ

ツ
ト
ロ
ツ
ド
×
バ
リ
ス
ト
）

が
獲
得
し
た
。
産
乳
成
分
と

暑
熱
耐
性
は
表
中
１
位
、
乳

脂
肪
や
乳
蛋
白
質
に
も
優
れ

て
い
る
。

　
３
位
は
前
回

位
だ
っ

た
、
Ｋ
　
ホ
ツ
ト
ロ
ー
ド
　

パ
リ
ス
　
Ｅ
Ｔ
（
ア
ル
タ
ホ

ツ
ト
ロ
ツ
ド
×
フ
エ
イ
ス
ブ

ツ
ク
）
で
あ
っ
た
。
長
命
連

産
効
果
と
暑
熱
耐
性
は
表
中

３
位
、
産
乳
成
分
や
耐
久
性

成
分
、
疾
病
繁
殖
成
分
に
も

秀
で
て
い
る
。

　
今
回
の
公
表
で
新
た
に
選

抜
さ
れ
た
種
雄
牛
は

位
リ

ジ
ツ
ト
ス
タ
ー
、

位
ス
ー

パ
ー
マ
ー
サ
、

位
ダ
ン
サ

ー
ト
ム
、

位
バ
ロ
ー
ズ
、


位
ク
ロ
ス
レ
イ
ゲ
ン
の
５

頭
で
あ
っ
た
。
ト
ッ
プ

の

父
牛
を
見
て
み
る
と
、
ア
ル

タ
ホ
ツ
ト
ロ
ツ
ド
、
シ
ル
バ

ー
、
ゲ
ー
ト
ダ
ン
サ
ー
の
息

子
牛
が
各
３
頭
。
母
方
祖
父

牛
別
で
は
ブ
ツ
ケ
ム
と
マ
ツ

セ
イ
が
４
頭
、
ス
ー
ダ
ン
が

３
頭
と
な
っ
て
い
る
。


